
今、私たちは時代の大きな

転換点に立っています。この

タイミングで皆さんと一緒

に、育てたいものがあります。

それは長野原町への愛着と誇

りです。

町に誇れるものはたくさん

ありますが、名だたる文化人

や芸術家が過ごしてきた北軽

井沢を「心の故郷」と表現し、

こよなく愛してくださってい

る詩人の谷川俊太郎さんの存

在もその一つ。谷川さんに作

詞していただいた町内の小中

学校の校歌もまた誇りであり

宝物です。

二つの校歌に「世界」とい

う言葉が盛り込まれていま

す。校歌にあるように広い世

界に目を見開き、長野原町と

世界を結んでいく。未来をつ

くる子どもが、そうした大人

になってくれたら、こんなに

うれしいことはありません。

そのために、まずは長野原

町をもっと

好 き に な

り、愛し、

誇りに思っ

てほしい。

そう思って

もらえる町

づくりに、

今後も取り

組んでまいります。

一緒に育てたい
長野原への誇り
長野原町長 萩原睦男
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▼北軽井沢ミュージックホールで開かれた企画展。谷川さんの世界観に

触れられる作品と北軽井沢で過ごす様子を撮影した写真が紹介された

▲北軽井沢ミュージックホールで開かれ

たライブ。谷川賢作さんが率いるバンド

が、詩の朗読を交え、俊太郎さん作詞、

賢作さん作曲の楽曲を中心に演奏した

＊

＊

詩
や
翻
訳
、
脚
本
な
ど
幅

広
く
活
躍
す
る
詩
人
の
谷
川

俊
太
郎
さ
ん
。
幼
い
頃
か
ら

夏
の
間
、
長
野
原
町
北
軽
井

沢
で
過
ご
し
て
き
た
。
自
身

も
山
荘
を
所
有
し
て
、
北
軽

井
沢
を
「
心
の
故
郷
」
と
表

現
す
る
。
長
野
原
町
は
本
年

度
、
谷
川
さ
ん
と
町
と
の
つ

な
が
り
を
内
外
に
発
信
す
る

事
業
を
始
め
た
。
人
柄
や
作

品
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
、
住
民
に
町
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
育
て
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
す
る
。

谷
川
さ
ん
は
、
夏
に
な
る

と
北
軽
井
沢
を
訪
れ
、
父
親

＊

＊

が
建
て
た
山
荘
で
過
ご
す
の

が
常
だ
っ
た
。
１
９
５
２
年

に
第
１
詩
集
「
二
十
億
光
年

の
孤
独
」
を
刊
行
し
、
そ
の

後
も
北
軽
井
沢
で
過
ご
し
た

日
々
か
ら
着
想
し
た
作
品
を

発
表
し
て
い
る
。
北
軽
井
沢

小
と
長
野
原
中
の
校
歌
の
作

詞
も
手
が
け
た
。
北
軽
井
沢

小
は
応
桑
小
と
統
合
し
て
浅

間
小
と
な
っ
た
が
、
校
歌
は

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い

る
。５

月
２
日
、
町
住
民
総
合

セ
ン
タ
ー
に
長
野
原
中
と
浅

間
小
、
中
央
小
の
児
童
生
徒

が
集
ま
っ
た
。
長
野
原
中
と

浅
間
小
の
校
歌
を
作
詞
し
た

谷
川
さ
ん
に
歌
声
を
届
け
る

合
唱
会
に
参
加
す
る
た
め

だ
。
谷
川
さ
ん
の
息
子
で
長

野
原
中
の
校
歌
を
作
曲
し
た

賢
作
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
で
伴

奏
、
浅
間
小
の
校
歌
を
作
曲

し
た
寺
島
尚
彦
さ
ん
の
娘

で
、
声
楽
家
の
寺
島
夕
紗
子

さ
ん
も
登
壇
し
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
ホ
ー
ル
に
美
し
い

歌
声
を
響
か
せ
た
。

冒
頭
、
谷
川
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
紹
介
さ
れ
た
。
北
軽
井
沢

で
の
創
作
に
つ
い
て
谷
川

さ
ん
は
「
環
境
の
変
化
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
は
感
じ
て

い
た
。
北
軽
で
な
け
れ
ば

書
け
な
か
っ
た
も
の
は
、
探

せ
ば
あ
る
と
思
う
」
と
語
っ

た
。翌

３
日
に
は
、
谷
川
さ
ん

の
詩
を
歌
う
ラ
イ
ブ
が
北
軽

＊

＊

井
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
演
奏
し
た
の

は
ピ
ア
ノ
の
賢
作
さ
ん
、
ボ

ー
カ
ル
の
高
瀬
〝
ｍ
ａ
ｋ
ｏ

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
〞
麻
里
子
さ
ん
、

ベ
ー
ス
の
大
坪
寛
彦
さ
ん
の

３
人
で
構
成
す
る
バ
ン
ド

「
Ｄ
ｉ
Ｖ
ａ
（
デ
ィ
ー
ヴ

ァ
）
」
。
鳥
の
さ
え
ず
り
や

木
々
の
揺
れ
る
音
も
聞
こ
え

る
半
屋
外
の
会
場
で
、
詩
の

朗
読
を
交
え
、
俊
太
郎
さ
ん

作
詞
、
賢
作
さ
ん
作
曲
の
楽

曲
を
中
心
に
披
露
し
た
。

同
ホ
ー
ル
で
は
４
月

日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
谷
川

さ
ん
の
作
品
や
北
軽
井
沢
と

の
ゆ
か
り
を
紹
介
す
る
展
覧

会
「
北
軽
井
沢
と
谷
川
俊
太

郎
｜
写
真
と
詩

展
」
が
開

＊

＊

か
れ
た
。

遊
び
心
あ
ふ
れ
る
「
や
ん

ま
」
、
谷
川
さ
ん
の
世
界
観

に
触
れ
ら
れ
る
「
朝
の
リ
レ

ー
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

６
編
を
黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で

書
き
、
北
軽
井
沢
で
過
ご
す

写
真
も
添
え
た
。
近
く
の
北

軽
井
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
展

望
台
の
よ
う
な
大
型
黒
板
を

設
け
、
「
二
十
億
光
年
の
孤

独
」
を
紹
介
し
た
。

一
連
の
取
り
組
み
の
狙
い

は
、
長
野
原
町
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
育
ん
で
も
ら
う
こ

と
。
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
継
続

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
。

谷
川
俊
太
郎
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
発
信

谷川俊太郎事務所提供

各催しの様子を編集した映像 １回約 分 を上映します。

▶期日 ６月８日 土 ～ 日 月

▶時間 ９時～ 時と 時～18時

▶場所 長野原町住民総合センター大ホール

▲息を合わせそれぞれの

校歌を歌う児童生徒
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（５） (令和６年)（５） (令和６年)


